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館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

那
覇
市
歴
史
博
物
館
（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
10
時
～
19
時　
木
曜
休
館

観
覧
料　
一
般
３
５
０
円
（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９・５
２
６
６

　
尚
家
に
伝
来
す
る
刀
剣
は
３
口
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
由
来
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
金
装
宝
剣
拵（
号 

千ち

よ代
金が

ね
ま
る丸
）」は
、１
４
１
６

年
に
山
北
王
攀は

ん
あ
ん安
知ち

が
中
山
王
尚し

ょ
う

巴は

し志
と
の
戦
い

で
敗
れ
た
時
に
守
り
神
と
し
て
城
内
に
ま
つ
っ
て

あ
っ
た
霊
石
を
叩
き
割
っ
た
刀
で
す
。
攀
安
知
自

害
の
際
、
城
外
の
川
に
投
げ
捨
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
に
流
れ
出
た
も
の
を
、
伊
平
屋
の
人

々
が
拾
い
上
げ
て
中
山
王
に
献
上
し
た
と
の
伝
説

が
あ
り
ま
す
。

　
「
黒
漆
脇
指
拵（
号 

治じ

金が
ね
ま
る丸
）」は
、宮
古
島
の
有

力
者
、
仲な

か
そ
ね

宗
根
豊ト

ゥ
イ
ミ
ヤ
ー

見
親
が
平
良
の
北
の
務ム

タ
ガ
ー

田
川
で

発
見
し
た
宝
剣
で
す
。
１
５
２
２
年
に
仲
宗
根
豊

見
親
か
ら
尚し

ょ
う
し
ん
お
う

真
王
へ
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
貝
微
塵
塗
腰
刀
拵（
号 

北ち
ゃ
た
ん谷
菜な

ー

切ち
り
ー）」に
は

北
谷
地
域
に
伝
わ
る
〝
妖
刀
ナ
ー
チ
リ
ー
〟
の
説

話
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
北
谷
の
農
婦
が
包
丁
を

振
る
と
触
れ
て
も
い
な
い
の
に
側
に
い
た
赤
子
の

首
が
落
ち
て
殺
人
の
嫌
疑
を
掛
け
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
取
調
べ
の
役
人
が
同
様
に
包
丁
を

振
っ
て
み
た
と
こ
ろ
側
に
い
た
山
羊
の

首
が
落
ち
、
農
婦
は
無
罪
放
免
、
刀
と

し
て
研
ぎ
な
お
さ
れ
た
そ
の
包
丁
が
北

谷
菜
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
尚
家
の
宝
刀
は
、今
年
度
は
９
月
１

か
月
間
の
み
の
公
開
と
な
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

■期
９
月
１
日（
金
）～
10
月
４
日（
水
）

※
木
曜
休
館

■費
一
般
３
５
０
円

　
私
は
絵
画
を
表
現
の
手
段
で
は
な
く
、
暮
ら
し

に
潤
い
を
も
た
ら
す
芸
術
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
階
は
博
物
館
の
常
設
展
示
と
コ
ラ
ボ
し
陶
芸

と
絵
画
の
併
設
展
示
。
３
階
は
バ
ー
ド
加
代
子
個

展
。
絵
画
の
展
示
は
美
術
館
と
い
う
既
成
概
念
に

風
が
吹
き
、
工
芸

と
美
術
が
暮
ら
し

に
添
え
る
「
華
」

で
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

（
主
催
：
バ
ー
ド
加
代
子
）

■期
８
月
22
日（
火
）〜
９
月
３
日（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室
・
１
階
常
設
展
示
室

■費
無
料
※
１
階
は
常
設
展
示
の
観
覧
料
が
必
要

　
兵
庫
か
ら
沖
縄
に
拠
点
を
移
し
活
動
す
る
西
口

賢
治
氏
に
よ
る
個
展
。独
学
で
学
ん
だ
書
を
用
い
、

素
材
や
書
体
な
ど
、
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
で

楽
し
い
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
友
情

展
示
と
し
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
の
作
品
も

数
点
展
示
い
た
し
ま
す
。

（
主
催
：
子
供
の
教
育
を
考
え
る
会
）

■期
９
月
５
日（
火
）〜
９
月
10
日（
日
）

■場
３
階
企
画
展
示
室　

■費
無
料

　
学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
常
設
展
示
の

解
説
を
い
た
し
ま
す
。
今
月
は
「
ヤ
チ
ム
ン
の
戦

後
史
」
と
題
し
、
知
ら
れ
ざ
る
戦
後
の
沖
縄
の
焼

物
の
歩
み
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

■期
９
月
17
日
（
日
）
10
時
〜
※
１
時
間
程
度

■費
常
設
展
観
覧
料
が
必
要（
大
学
生
以
下
無
料
）。

■申
不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
10
時
～
18
時
（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

月
曜
休
館 

※
た
だ
し
、
月
曜
祝
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２・
３
７
６
１　
　
８
６
２・
３
７
６
２

FAX

「
王
家
の
宝
刀
」

亜
熱
帯
の
命
の
響
き

西
口
賢
治

　遊
書
展

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う 

〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

国
宝
尚
家
資
料
９
月
の
特
別
展
示

監
修　
那
覇
市
文
化
協
会
う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会

【
お
問
い
合
わ
せ
】
那
覇
市
文
化
協
会　
☎️
８
６
１・
１
９
０
９

い
ち
ゃ
り
ば

　
　
　ち
ょ
ー
で
ー

い
ち
ゃ
り
ば
（
行
き
会
え
ば
）
ち
ょ
ー
で
ー
（
兄

弟
）。
見
ず
知
ら
ず
の
人
で
も
一
度
会
え
ば
兄
弟

の
よ
う
な
も
の
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
。

　子どものうちから防災に関する知識を身につけ
てもらおうと、消防局にて「消防体験宿泊学習」
が行われました。
　約 5 倍の競争率をくぐり抜けて参加した小学 4
～ 6 年生の子どもたちは、グループに分かれて、
放水や救助、消防車への搭乗などの体験、水難事
故防止のための実技訓練をしました。
　小隊長を務めた天久小 6 年生の渡名喜聡

そ
良
ら

くん
は「けむりの中での救助活動やはしご車のポンプ
使用による放水など、消防士の仕事は大変だと思
いました」と話しました。

　那覇国際通りにて 1 万人のエイサー踊り隊が開
催されました。
　一般公募で集まった踊り手 1,000 人と、県内 70
の団体がさいおんスクエア前からパレットくもじ
前まで 10 か所の演舞場で勇壮な演舞を披露し、国
際通りを彩りました。
　アイスを片手に身を乗り出しながら見物する子
どもたちや、お目当てのエイサーを見ようと杖を
つきながらも演舞場を移動するおばあちゃん、近
づいてくる獅子舞に興奮する外国人など、年齢や
国籍を超えて人々を魅了しました。

なはのホットな話題は市Facebookや LINE＠で

小さな消防士
～夏休みわくわく消防体験宿泊学習～

太鼓どんどんチムドンドン
～第23回 1万人のエイサー踊り隊～

8 8 8
4〜5 15

　道路の清掃活動、草花の植えつけなどを行う道
路ボランティアの協定書調印式を行いました。
　新たに協定を結んだのは「石嶺小学校区まちづ
くり協議会」「首里汀良町自治会」「琉石通り会」「波
の上自動車学校」「株式会社島田組 沖縄支店」「ブ
リリアントストリートの会」の 6 団体です。ブリ
リアントストリートの会会長の花城典

のりひと
史さんは「小

学校の保護者１人からスタートした活動が少しず
つ広がり今回の協定に繋がりました。これまで以
上に子どもたちの教育環境を良くするために頑張
ります」と意気込みを語りました。

みんなの力で街をキレイに
～道路ボランティア協定書調印式～6

金装宝剣拵（号 千
ち よ

代金
がねまる

丸）

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

「
琉
球
・
沖
縄
の
イ
ッ
ピ
ン
」

〜
沖
縄
コ
レ
ク
タ
ー
友
の
会
展
〜

■期
９
月
１
日（
金
）～
10
月
30
日（
月
）
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